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安倍 晋三 総裁 二階 俊博 幹事長

ことができました。人生100年時代へ全ての世代が
安心できる社会を創り上げてまいります。
　７月には東京オリンピック・パラリンピックが開
催されます。躍動感がみなぎる絶好のタイミングに
あって、未来を見据えながら大きな改革に挑戦し、
新たな国創りを進めてまいります。
　その道しるべとなるのが憲法です。国会議論を通
じ皆さまへの責任を果たしていく決意です。

　令和に入って２年目となる今
年、わが党は政権政党として、
引き続き山積する内外の諸課題
に真正面から向き合い、新しい
時代を、皆さまとともに切り拓
いてまいります。
　昨年は幼児教育・保育の無償
化が実現し、最大の課題・少子
高齢化に大きな一歩を踏み出す

ならびに「令和２年度予算案」を速やかに成立させ
ることが不可欠です。
　安倍内閣は８年目を迎え、国内外から高い評価を
頂いていますが、大切なことは「謙虚」「丁寧」で
あり続けることです。
　「謙虚に学び、丁寧に説明する」という姿勢を改
めて心に刻み、国民の皆さまならびに党員・党友の
皆さまとともに政治を前に進めてまいります。

　近年、これまでの想定を超え
た自然災害が頻発しており、防
災・減災、国土強靭化の重要性
はますます増しています。通常
国会では、昨年相次いだ大雨や
台風被害からの復旧・復興対策
をはじめ、経済の下振れリスク
の回避や未来への投資を盛り込
んだ「令和元年度補正予算案」
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